
2015 年度 小委員会活動成果報告 
（2016 年 2 月 18 日作成） 

小委員会名 構造形態創生小委員会 主 査 名：山本憲司 
就任年月：2015 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
（シェル・空間構造運営委員会） 

委員長名：緑川光正 
主 査 名：竹内徹 

設 置 期 間    2015 年 4 月  ～  2019 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

「コロキウム構造形態の解析と創生」を毎年開催する。構造形態の創生に関する研究や

技術開発に関する情報を世界から収集し, Web やコロキウム資料集に掲載する。実務者

や研究者間の情報交換を図り, 社会に形態創生に関する最新情報の提供を行う。 

初年度：「コロキウム構造形態の解析と創生 2015」の企画及び開催（内容：一般

講演、特別講演、招待講演、形態創生コンテストの実施、形態関連情報の

報告、その他、コロキウム 10 回記念イベントの企画立案と運営を行う） 
形態創生に関する研究会などを通して、最新の形態創生法の調査・分析・

整理を行う。 
２年度：「コロキウム構造形態の解析と創生 2016」の企画及び開催 

形態創生に関する研究会などを通して、形態創生法の調査・分析・整理を

行う。形態創生の入門書の出版企画についても検討する。 
３年度：「コロキウム構造形態の解析と創生 2017」の企画及び開催 

形態創生に関する研究会などを通して、形態創生法の調査・分析・整理を

行う。形態創生の入門書の出版企画についても検討する。 
４年度：「コロキウム構造形態の解析と創生 2018」の企画及び開催 

形態創生法の調査・分析・整理による成果を報告書或いは書籍として刊行

し、大会 PD やシンポジウムにより公表する。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無 
主査：山本憲司（東海大学） 
幹事：熊谷知彦（明治大学）、永井拓生（滋賀県立大学） 
委員：大森博司（名古屋大学）、ガン ブンタラ（日本大学）、木村俊明（佐々木睦朗構造計画

研究所）、立道郁生（明星大学）、張 景耀（名古屋市立大学）、陳 沛山（九州工業大学）、

浜田英明（法政大学）、藤井大地（近畿大学）、本間俊雄（鹿児島大学）、松尾智恵（川

口衞構造設計事務所）、三井和男（日本大学）、横須賀洋平（鹿児島大学） 
設置 WG 

（WG 名：目的）  

2015 年度予算 60,000 円 ホームページ公開の有無：有 
委員会 HP アドレス：http://news-sv.aij.or.jp/kouzou/s17/ 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数        ２回（年度内計画を含む） 
刊行物 

（シンポジウム資料等は除く）  

講習会                      

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 

１．コロキウム構造形態の解析と創生 2015         参加者数 87 名 
  同名資料 

大会研究集会                     
対外的意見表明・パブ

リックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得られ

た成果との関係） 

１．「コロキウム構造形態の解析と創生」を予定通り開催し、構造形態創生に関

する最新の情報発信を行った。 
２．コロキウム 10 回記念イベントとして記念特別講演と形態創生模型展示を企画実施

した。また、過去 10 回のコロキウム資料集を収録した USB メモリを頒布した。 
３．委員会での話題提供により、構造形態創生の動向について情報交換を行った。 
４．Web にこれまでのコロキウムの内容を整理し、情報発信を行った。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．委員会の情報発信力を高めるため、3 年以上前の過去のコロキウム資料集を Web で

無償公開する計画であるが、まだ実行できていない。今後、公開する予定である。 
２．コロキウム開催以外の活動についても検討する。  


